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小林　周

1．リビア紛争の展開：停戦合意の行方

リビアでは 2011年の内戦とカダフィ政権の崩壊以降、国家再建が進まず、政治・治安の

混乱が続いてきた。2016年 1月に国連の主導で「国民合意政府（GNA）」が設立されたものの、

政府機能は脆弱であり、首都トリポリの周辺しか統治できていない。さらに、元軍人のハ

リーファ・ハフタルが率いる軍事組織「リビア国民軍（LNA）」がリビア東部を実効支配

して国家統一を妨げてきた。

また、脆弱なリビアに対しては様々な国が独自の思惑から介入を行っている。UAE、エ

ジプト、サウジアラビアなどは、北アフリカにおけるムスリム同胞団の台頭を警戒し、イ

スラーム主義勢力と対立する LNAを支援してきた。これに対して、トルコやカタルは北

アフリカにおける影響力拡大やムスリム同胞団支援を目的として、同胞団と協力関係にあ

る GNAを支援してきた。近年はロシアも、地中海における影響力を拡大させる狙いから

LNAへの軍事支援を強め、プーチン政権に近い民間軍事会社Wagner（ワグナー）を投入

している。他方で、イタリアは GNAを、フランスは LNAを支援するなど、EU諸国の足

並みはそろわず、リビアの混乱を助長している。また、米国では GNAを支援する国務省

や国防総省と LNAを支持するトランプ大統領や NSCが乖離し、混乱が続いてきた 1。

2019年 4月、LNAがリビア全土の支配を狙ってトリポリに侵攻し、GNA勢力（GNA傘

下の国軍や民兵組織の混成勢力）との間に大規模な戦闘が発生した。LNAは UAEやロシ

アから支援を受けながらトリポリ侵攻を続けていたが、2019年末からトルコが GNAへの

軍事支援を強化し、ドローンや地対空ミサイルに加えて合計 2万人近いシリア人戦闘員を

投入したことで、GNA勢力が LNAを押し返すことが可能になった。2020年 6月、GNA

勢力はトリポリ全域を制圧し、LNAはリビア東部に撤退した 2。

その後も緊張状態は継続していたものの、8月に GNAと東部政府「代表議会 3」が、す

べての戦闘行為を即時停止すると発表し、2021年 3月までの選挙実施を提案した。さらに

GNAのサッラージュ首相は、石油生産・輸出の再開の必要性を強調し、今後の石油収入は

リビア外国銀行における国営石油会社（NOC）の特別口座に振り込まれること、全面的に

戦闘が停止して政治プロセスが安定するまで、石油収入を一切使用しないことを要請した 4。

当初、LNAはこの停戦合意を拒絶していたものの、国連リビア支援ミッション（UNSMIL）

に加えて、LNAの強力な支援者であるエジプトが圧力をかけ、対話を促したとみられる。

10月 23日には GNAと LNAの軍事代表団がスイス・ジュネーブにて「完全で恒久的な停

戦合意」に署名し、3カ月以内（2021年 1月 23日まで）に全ての傭兵や外国人戦闘員をリ
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ビアから退去させることで合意した 5。

これら 2つの停戦合意を具体化させるため、11月からチュニジアにて国連主導の政治協

議「リビア政治対話フォーラム（LPDF）」の第 1ラウンドが開催され、2021年 12月 24日

に大統領・議会選挙を実施することで合意された 6。

2021年 2月 5日、ジュネーブで開催された LPDFにおいて、新たな統一政府 Government 

of National Unityの首脳陣が選出された。投票の結果、首相に実業家のアブドゥルハミード・

ダバイバ、執行評議会議長（大統領級）にギリシャ大使などを務めたムハンマド・ユーヌ

ス・メンフィー、同副議長に少数民族トゥアレグ出身の政治家ムーサー・クーニーおよび

「代表議会（HoR）」議員アブドゥッラー・ラーフィーが選出された。新政府の任期は、12

月 24日予定の大統領・議会選挙までとなる。ダバイバ新首相は就任から 3週間以内（2月

26日まで）に内閣を編成し、3月 19日までに HoRから承認を得る予定であったが、組閣

作業に難航している模様である。

今後、新統一政府による政治プロセスの進展が期待されるが、安定化のための課題は山

積している。国連によれば、トリポリ周辺での戦闘による避難者は 2019年だけで 20万人

を超えており、一般市民にも甚大な被害が発生している 7。2021年 2月末時点では、2万

人以上とされる外国人戦闘員の退去も進んでいない。また、ハフタル司令官と LNAの処

遇、民兵組織の武装解除、GNAによるリビア全土の統治（これまで一度も実現していない）、

国内に伸長する過激主義テロ組織の掃討などが進まなければ、2021年 12月に予定される

選挙の実現性・実効性も危うくなるだろう。

リビアは世界第 10位、アフリカ大陸では首位の原油確認埋蔵量（約 471億バレル）を

誇る。しかし、LNAが 2020年 1月以降に国内の油田や石油施設の大部分を封鎖したため、

石油生産量は日量約 120万バレルから 10万バレル前後に落ち込んでいた 8。停戦合意を受

けて LNAが石油施設から撤収したことで、石油生産も 9月以降操業が再開され、11月中

に産油量が 1日あたり 125万バレル超（LNAのトリポリ侵攻以前は約 130万バレル）に回

復した。他方で、依然として油田地帯や石油施設における武装勢力の活動は収束しておら

ず、治安リスクは低下していない。GNAや国軍には全土の石油施設を厳重に警備するだけ

の能力はなく、LNAによる封鎖が開始された 2020年 1月から状況はほとんど変化してい

ない。2011年の内戦以降、リビア産原油の生産量の乱高下がグローバルな原油価格の変動

要因となってきたが、不安定な政治・治安動向を受けて原油生産・輸出量が急変しやすい

状況は当面継続する可能性が高い。

2．地中海東部・紅海沿岸情勢との連動

長期化・複雑化するリビア紛争は、地中海東部および紅海沿岸において激化する地政学

的競争と連動している。特に地中海東部では、地政学的競争とエネルギー開発競争が連鎖
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し、中東・北アフリカ・欧州諸国間での複雑な協力・対立関係が展開されている。

米地質調査所（U.S. Geological Survey）は 2010年、トルコ、キプロス、レバノン、シリア、

イスラエル、エジプトを含む東地中海地域に 170億バレルの原油と、3兆 4500億 m3の天

然ガスが埋蔵されていると推定した 9。エジプトやイスラエル、キプロスでの大規模ガス田

開発が進み、域内協力の動きがみられる一方で、外交・安全保障面では域内諸国の関係が

複雑化している。その台風の目は、リビアへの介入を強めるトルコである。トルコは GNA

を支援することで、LNAを支援する UAEやサウジ、エジプトに対抗し、地中海東部にお

ける天然ガス開発競争において有利な立場を得ようとしている。

2019年 11月 27日にサッラージュ GNA首相がトルコを訪問した際、同首相とエルドア

ン大統領は①トルコからリビアへの武器供与や軍事訓練などに関する軍事協定と、②地中

海における両国間の海洋境界設定に関する覚書に署名した。この覚書でトルコとリビアは、

両国の排他的経済水域（EEZ）が接する 18.6海里（35キロメートル）のラインを海洋境界

として設定した。12月 5日には同覚書をトルコ国会と GNAが批准した。LNAによるトリ

ポリ侵攻を受けて窮地に陥っていた GNAと、地中海東部でギリシャ、エジプト、キプロ

スなどが進める天然ガス開発から孤立し、不利な立場にあったトルコの利害が一致したと

いえる。しかし、両国の取り決めはトルコと対立する周辺国からすれば一方的な境界設定

であり、各国は国際海洋法に違反していると反発している 10。

トルコは、国産の軍事ドローン Bayraktarシリーズや装甲車 BMC Kirpiなど武器や軍需品

を GNAに提供してきた。また、トルコ軍の顧問団に加えて、2019年末からはシリア人戦

闘員を多数送り込んでいる。報道によると、2020年 7月末時点で 1万 6千人以上がリビア

に派遣され、3千人以上がトルコ国内で訓練を受けているという 11。さらに 2020年 6月、

トルコ軍がリビア近海で演習を行い、リビア国内に 2ヶ所の軍事拠点（ドローン基地と海

軍基地）を設立する計画を明らかにした。トルコは今後も政治・経済・安全保障面で、リ

ビアへの関与を深めていく意向を明確に示している。

他方で、トルコと対立する中東・欧州諸国は、対トルコ包囲網を強めている。2019年 10月、

カイロでエジプト、ギリシャ、キプロスの首脳会談が行われ、11月上旬には地中海におい

てこれら 3カ国の合同海軍演習が実施された。また、2019年 7月と 11月、欧州議会はト

ルコのキプロス近海での「違法採掘」に対する制裁を決定した。2020年 5月 15日、EU諸

国外相の連名で、トルコの東地中海における行動（キプロス領海内でのガス掘削）を懸念

する共同声明が発出された 12。

さらに、トルコと対立する UAEは、2020年 5月にトルコの地中海における「違法な」

天然ガス掘削を非難する周辺国会合に参加したり 13、8月には F16戦闘機をギリシャに派

遣して地中海沖での軍事演習を行ったりしている 14。また、同月にはエジプトとギリシャ

が両国の EEZおよび海洋境界に関する合意覚書に署名したが、これはトルコと GNAとの
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海洋境界合意を受けての対抗措置とみられる 15。今後もリビアを「アリーナ」として、ト

ルコと東地中海周辺国の対立は深まっていくだろう。

同様の地政学的な競争は、紅海沿岸においても先鋭化している 16。トルコはソマリアに

大規模な軍の訓練施設を建設したほか、2017年にはスーダンのスアーキン港を長期に借り

受ける契約を結び、軍事基地化する計画が浮上していた。ただしスーダンへの進出につい

ては、2019年 4月のバシール政権崩壊によって困難になっているとみられる 17。

一方で、UAEは紅海沿岸における港湾開発を進め、これらを基点としてリビアへの軍事

介入を強めている。2015年にはエリトリアのアッサブ港を UAEとサウジが 30年間利用す

る契約が結ばれたが、UAEは同港をイエメンでの軍事作戦やリビアへの軍事介入に利用し

ていると見られる。UAEは 2020年 1～ 3月の間に 100回以上リビアに武器や軍需品を空

輸したとみられる 18が、その一部はアッサブ基地から出発したという。

このほか、UAEはイエメンのソコトラ島やソマリランドのベルベラ港などに軍事拠点を

構築している。また、ヨルダンの紅海に面するアカバ港は、UAEによる LNA向けの軍事

車両や武器の輸送の中継地として利用されている模様である。なお、UAEはリビア国内に

軍事基地を複数建設したことが確認されているが、その一部は LNAのトリポリ侵攻や、ロ

シアの民間軍事会社ワグナーによって利用されている 19。

リビア紛争に深く関与するエジプトも、紅海と地中海を結ぶスエズ運河およびシナイ半

島の安全保障・経済開発、紅海～地中海地域における港湾開発の観点から、紅海に対して

戦略的な関心を抱いている。同時に、同国はトルコと多様な局面（リビア紛争、対ムスリ

ム同胞団、対カタル関係、地中海の天然ガス開発など）において対立しており、地中海と

紅海両面に進出するトルコを強く警戒している。

2020年 9月、イスラエルは UAE、バハレーンとの国交を樹立し、10月にはスーダンと、

12月にはモロッコとの関係正常化に合意した。さらにイスラエルと UAEは、10月にイス

ラエルのパイプラインを通じて UAEの原油・石油製品を紅海側から地中海に輸送する覚

書を締結したと報じられた 20。イスラエルは地中海と紅海双方に面しており、またトルコ

とは地中海沖での天然ガス開発問題に加えて、パレスチナ問題や中東各国との関係におい

て対立している。イスラエルとアラブ諸国の接近は、今後も地中海東部・紅海沿岸におけ

る地政学的な構図を変化させていくだろう。

3．ロシアの対リビア介入

ロシアはリビアに介入することで、中東・北アフリカ地域における欧米の影響力を削減し、

長期的にはシリアに次ぐ地中海進出の足掛かりを確保したいと考えているようである。ま

た、カダフィ政権時代からの強い経済関係があり、エネルギー開発、インフラ事業、兵器・

軍需品輸出などの利権を維持・拡大するねらいがある。
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ロシアは 2019年下旬からプーチン政権に近い民間軍事会社ワグナーを投入することで、

対リビア軍事介入を強化させてきた。2020年 7月に発表された米国防総省の報告書による

と、800～ 2,500人のワグナーの兵員が LNAを支援するために派遣されている 21。また、

米アフリカ軍（US AFRICOM）はロシア軍の輸送機がリビアにワグナーの兵員を送り込み、

戦闘機MiG-19や Su-24、対空防御システム Pantsir-S1を展開している様子を衛星写真とと

もに公開している 22。なお 2020年 11月、米国防総省の監察総監による報告書は、UAEが

ワグナーのリビア国内での活動に対する財政支援を行っている可能性を指摘した 23。

ロシア政府が公式に、ロシア軍やワグナーによる LNAへの支援を認めたことはない。し

かし、2018年 11月にはハフタルがモスクワを訪問し、ショイグ国防相とゲラシモフ参謀

総長に加えてワグナーの経営者とされるエフゲニー・プリゴジンと会談したと報じられて

おり、当時からロシア政府・軍部のトップレベルでワグナーを介したハフタル支援が計画

されていたとみられる 24。プリゴジンはワグナーによるリビアを含めた中東・アフリカ諸

国における軍事活動を理由として、2020年 7月に米国 25、10月に EU26による経済制裁の

対象となった。

外交面でも、ロシアは国連安保理常任理事国として、ハフタルおよび LNAに対する非難

声明への拒否権を発動している。シリア内戦において顕著なように、中東・北アフリカに

おける欧米主導の秩序構築を妨害することで、自国の影響力を維持・拡大する狙いが見て

取れる。同時に、リビア紛争をその他の地域・領域における問題（例えばクリミア危機以

降の対露制裁）を有利に進めるためのレバレッジとする計算もあるだろう。

ただし、ロシアはハフタルの「一点賭け」というわけではなく、GNAのサッラージュ首

相や国連リビア支援ミッション（UNSMIL）のサラーマ前代表（2020年 3月辞任）なども

モスクワに招き、協議を行ってきた。また、ロシア政府高官は、トルコのエルドアン大統

領をはじめ外務省、軍、情報機関の高官とリビア情勢について頻繁に協議している。ロシ

アは繰り返し「例外なくリビア国内のすべての勢力と対話する」と強調しており、多様な

紛争当事者との関係を維持することで影響力を高めようとしてきた 27。この行動は、シリ

ア内戦における同国の立場とも通じるところがあるだろう。

GNA勢力のトリポリ掌握後も、ワグナーによる LNA支援は継続している。2020年 8月

上旬には、リビア東部沿岸に S-300地対空ミサイルシステムが配備されたとの情報が SNS

上で出回った 28。また、ロシアもトルコに対抗して、アサド政権に近いシリア人戦闘員

200～ 300人をリビアに投入している。トルコ・ロシア間でのリビア紛争に関する妥協点

は見えておらず、ロシアの対リビア介入の展開は不透明である 29。

ロシアは 2019年末にイランおよび中国と、インド洋・オマーン湾における 4日間の海上

合同軍事演習を行った。さらに、2020年 12月にはスーダン政府と、東部ポートスーダン

における海軍の拠点設置に関する 25年間の協定を結んだと発表した。物資の補給や艦艇
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の修理を行う「後方支援拠点」と位置付けられ、原子力潜水艦を含む艦艇 4隻が停泊可能、

300人が駐留可能とされる。ロシアがアフリカに軍事拠点を設置するのは冷戦以来となる。

ロシアは 2019年 10月にアフリカ 40カ国以上の首脳を招いて「ロシア・アフリカ首脳会議」

を開催するなど、アフリカへの進出を積極化させており、地中海および紅海周辺における

動向にも注視が必要である。

4．分裂する欧米

不安定なリビア情勢は、テロリズムの拡散、同国を経由した移民・難民の流入、欧州向

け原油の供給量の流動化など、欧州にとって安全保障上の重要なイシューである。このた

め、2017年には「NATO南方戦略ハブ（NATO Strategic Direction South Hub）」がナポリに

設置され、リビアを中心とした北アフリカ地域の紛争、テロリズム、移民問題などの解決

に取り組んでいる 30。

2015年 5月、EUは地中海 EU海軍部隊（EUNAVFOR Med）による海上警備作戦「ソフィ

ア（Sophia）」を開始した。さらに 2017年 7月、EU理事会はソフィア作戦の任務に、リビ

ア沿岸警備隊の訓練、リビアからの石油密輸の監視、EU加盟国の捜査当局、欧州国境沿

岸警備機関（FRONTEX）および欧州警察機関との情報共有などを追加した 31。同作戦は

2020年 4月から、リビアへの武器禁輸や同国からの石油密輸を監視するための作戦「イリ

ニ（Irini）」に引き継がれた 32。

しかし、欧州の対リビア政策は分裂している。リビアの元宗主国であり、距離的にも近

接しているイタリアは GNAを支持する一方で、フランスは北・西アフリカにおける対テ

ロ作戦やアフリカ諸国における自国権益の保護のためにハフタル司令官を重視し、LNAへ

の情報提供や軍事訓練などを行っている。両国とも独自にリビア和平会議を主催するなど、

対リビア関与をめぐる主導権争いを続けてきた。フランスは、欧米の中でハフタルを公式

に招待した最初の国でもある。これは、ハフタルを正統な政治アクターとして認めたこと

になり、GNAとイタリアは強く反発した。

リビアの石油権益をめぐる競争も無視できない。イタリアは主にリビア西部からパイプ

ラインを通じて原油・ガスを輸入しており、2019年 12月時点で日量 30万バレル超、リビ

アからの輸出量の 30%超を輸入していると推計される。一方で、フランスは同時期に日

量約 8万バレル、同 8%超を輸入している 33。また、仏系企業トタルは東部内陸、南西部、

西部洋上の油・ガス田に多くの権益を保有している 34が、今後同国への投資を拡大させる

計画が報じられている 35。

トルコやロシアの対リビア介入が激化する一方で、両国と大半の欧州諸国との関係は冷

却化しており、リビアの安定化に向けて協調できる状況ではない。2020年 7月、フランス

は GNAに軍事支援を行うトルコに反発して、NATOの地中海警備作戦「シー・ガーディアン」



第 8章　リビア紛争の展開と地中海東部、紅海沿岸情勢との連動 

̶ 109 ̶

から一時的に撤収すると発表した 36。唯一ドイツがトルコ・ロシアとの対話に前向きであり、

2020年 1月にエルドアン、プーチン両大統領を招いてリビア和平会議を主宰するなど働き

かけを行っているものの、EU全体を巻き込むには至っていない。

米国の対リビア関与はどうか。トランプ政権下において、国務省や国防総省などはリビ

アにおけるテロリズムの拡大やロシアの進出を警戒し、正統政府である GNAを支援し、

リビアの安定化に関与しようとしてきた。2020年 3月には、米国人外交官のウィリアムズ

元駐リビア臨時代理大使が、国連リビア支援ミッション（UNSMIL）の代表代行に就任した。

しかし、トランプ大統領およびホワイトハウスは LNAを支持し、独自の関与を行ってき

た 37。エジプトや UAEなど LNAを支援する諸国も、トランプ政権高官に対して「リビア

国内の過激主義テロ組織を抑え込めるのは軍事力を持つ LNAだけだ」と働きかけていた

とみられる。サラーマ前 UNSMIL代表（2020年 3月辞職）は、ボルトン前国家安全保障

問題担当大統領補佐官が、ハフタルによるトリポリ侵攻の計画を事前に把握していながら

黙認したと指摘している 38。結果として、米国政府の対リビア関与は分裂し、安定化を主

導することはできなかった。

2020年 7月には、トランプ政権が在独米軍約 1万 2千人を削減すると発表したが、これ

に伴って米アフリカ軍も大幅な移転・縮小の計画があると報じられている。米国の中東・

アフリカからの撤退傾向は、NATOの効果的な活動や加盟国間の協力を妨げており、結果

として諸外国によるリビア介入の余地を広げている。

5．今後の展望

停戦合意が結ばれたとはいえ、リビア国内には重層的な対立構造が残っており、短期的

に政治・治安が安定するとは考えにくい。それだけでなく、リビア紛争は地中海東部およ

び紅海周辺における地政学的競争に組み込まれており、諸外国の軍事介入も容易に収束し

ないだろう。また、リビアの豊富なエネルギー資源や地政学的な重要性を踏まえれば、た

とえ軍事介入が収まったとしても、今後の政治プロセスにおいて諸外国は影響力を行使す

るべくせめぎ合いを続けるとみられる。

同時に、地中海東部や紅海沿岸における地政学的な緊張は高まっている。2018年以降の

ホルムズ海峡周辺の情勢とは異なり、突発的な武力衝突や非国家主体による攻撃が発生す

る可能性は低いものの、軍事的プレゼンスを高めるトルコや UAE、ロシアなどの国々の動

向や、紛争やテロ攻撃が続くリビア、シリア、エジプト・シナイ半島、ソマリアなどの情

勢には注意が必要である。

地域の安定化には国際社会の支援が不可欠だが、主要国の関与は限定的である。欧州は

EU加盟国であるギリシャやキプロスを尊重してトルコへの圧力を強めていることに加え

て、新型コロナウイルスへの対応で手一杯であり、緊張緩和を主導する余裕はない。また、



̶ 110 ̶

米国はオバマ政権時代からの対トルコ関係の冷却化に加えて、トランプ政権は地中海東部

や紅海沿岸を戦略的に重要な地域とはみなしておらず、関与や調停に消極的であった。

さらに、バイデン新大統領は上院議員時代から長年の親ギリシャ派として知られ、新政

権下ではトルコへの圧力が強まる可能性がある 39。そうなれば、NATO加盟国であるトル

コと欧米諸国との亀裂は一層広がり、NATOとしてリビア紛争を含めた様々な安全保障上

の課題に一致して取り組み、ロシアや中東諸国の軍事介入を抑止することが困難になる。

中東・アフリカ地域が不安定化する中で、国際協調や地域安定化への関与を重視する外交・

安全保障政策に米国は立ち戻ることができるのか。また、EUや NATO加盟国間での利害

対立を超えた協調が可能となるのか。リビアは注目すべき試金石となるだろう。

他方で、中国は「一帯一路」構想における「海のシルクロード」の伸長という点から、

ロシアはエネルギー輸出や安全保障面から、地中海・紅海地域への進出に意欲的な姿勢を

見せている。中露両国はトルコを含めた域内の諸アクターと対話が可能であることから、

将来的に地域における外交・安全保障上のプレゼンスをさらに増大させる可能性もある。

地中海東部から紅海沿岸に至る広大な地域において、域内諸国の複雑な協力・対立関係が

今後どのように変化し、リビア紛争にどのような影響を与えるのか。ミクロな分析とマク

ロな展望の双方が求められている。
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